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１

むかしむかし２億（おく）５千年前、さとしくんという少

年がいました。さとしくんはまほうのたまごをもっていま

した。さとしくんがすんでいるところはきょうりゅうがす

むどうぶつの森という所です。この森にはわるいまじょの

バギーとヘレンもすんでいました。さとしくんはたまごの

ことがとても不思議でたまりませんでした。「このたまご

はなんなんだろう」さとしくんは毎日気になっていました。

そのようすをバギーがみていました。「あのたまごをとっ

てやる」バギーはそう言って森の中に消えました。

２

さとしくんはたまごの正体をしるために、森のいろいろな

どうぶつにはなしをききました。ウサギにききにいきまし

た。「ウサギさん。ぼくのたまごの正体しってる？」「しら

ないねぇ」さとしがガッカリしながら森をあるいていると、

空からなぞのハネがふわふわとおちてきました。

３

さとしくんがハネをとろうとするとバギーがよこどりして

きました。ハネをとったバギーはどんどん大きくなって巨

人（きょじん）になってしまいました。さとしくんはびっ

くりしました。「だれか助けて」さとしくんは言いました。

するとたまごがもえて中からフェニックスが出てきまし

た。しかしバギーたちもまほうでこうげきしてきました。

ヘレン「おらおらおらー」さとし「フェニックスがんばって」

４

するとふわふわとけむりがでてきて、バギーがもとにもど

りました。バギー「うわぁー」そして地面からくきがでて

きてバギーにからみつきました。バギー「うわぁー」バギー

はみうごきがとれなくなりました。そのあいだにフェニッ

クスがこうげきをしてたおしました。たまごの正体もわ

かってさとしくんはうれしくなりました。そしてまた森は

平和になりました。

さとしとふしぎなたまご




